
 

生産終了商品�

形CV500-MCW01

推奨代替商品�

形CV/CVM1-CPU

推奨代替商品をご利用いただいた場合の注意点�

2000年10月末生産終了� 生産終了商品との相違点�

形　式�
本体�
の色�

◎：完全互換�
○：ほとんど変更ありません／相似性の高い変更�
×：変更大�
―：該当する仕様がありません�
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外形�
寸法�

配線�
接続�

取付�
寸法�

定格�
性能�

動作�
特性�

操作�
方法�

形CV/CVM1-CPU × × × × × × × �・形CV/CVM1-CPUではEP-ROMに対して読み出しのみ�
　サポートされています。書き込みはサポートされてお�
　りません。�

代替形式一覧�

メモリカードへの書き込み、読み出し機能は、形CV500-MCW01（メモリカードライタ）またはCVシリーズCPUユニットで行うこと�
ができますが、それぞれで扱えるメモリカードの種類、機能が異なります。�
以下にその制限事項を説明します。�

形CV500-MCW01 代替機能および制限事項�

■メモリカードの種類によるアクセス可否�
メモリカードによるアクセスの可否を以下に示します。下記のとおり、形CV/CVM1-CPUにメモリカードを挿した場合には、�
EP-ROMの書き込みができなくなります。�

注. 形CV/CVM1-CPUではEP-ROMに対して読み出しのみサポートされ�
 ています。書き込みはサポートされていません。�

形CV500-MCW01�

形CV/CVM1-CPU

○�

○�

○�

○�

○�

読み出しのみ�

SRAM機種� EEP-ROM EP-ROM

メモリカードライタ�

生産終了商品� 推奨代替商品�

形CV500-MCW01（-E）�形CV/CVM1-CPU ＊�

＊ 形CV/CVM1-CPUでは、EP-ROMに対して読み出し�
 のみサポートされています。�
 書き込みはサポートされていません。�
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■操作方法�
形CV/CVM1-CPUにて形CV500-MCW01と同一機能を実施した場合の操作方法は以下のとおりです。�

メモリカード複製�

ファイル名変更�

ファイル削除�

初期化�

ツール ←→ メモリカード�

サポートソフト�
（CX-P、SSS、CVSS）�

手順1 ： CPUユニットにマスタのメモリカードを入れて、サポートソフトにてファイルをパソ�
 コン側へ読み出します。�
手順2 ： CPUユニットのメモリカードを入れ替えて、読み込んだファイルをメモリカードへ�
 書き込みます。�
手順1 ： CPUユニットにマスタのメモリカードを入れて、プログラミングコンソールにてファ�
 イルをCPUユニットへ書き込みます。�

手順1 ： CPUユニットにマスタのメモリカードを入れて、簡易バックアップにより、ファイル�
 をCPUユニットへ書き込みます。�
※ファイル名は固定（BACKUP.＊＊＊）になります。�
　→BACKUP.＊＊＊以外のファイル名ではCPUユニットに書き込まれません。�

ツール←メモリカード ： CPUユニットにメモリカードを入れて、メモリカードのファイルをツー�
 ル（パソコン）側へコピーします。�
ツール→メモリカード ： CPUユニットにメモリカードを入れて、ツール（パソコン）側にある�
 ファイルをメモリカードへコピーします。�

CPUユニットにメモリカードを入れて、ツールにてファイル名を変更するファイルを指定し�
ます。�

CPUユニットにメモリカードを入れて、ツールにて削除するファイルを指定します。�

CPUユニットにメモリカードを入れて、ツールにて初期化を指定します。�

手順2 ： CPUユニットのメモリカードを入れ替えて、CPUユニットの内容をファイルとして�
 メモリカードへ書き込みます。�

手順2 ： CPUユニットのメモリカードを入れ替えて、再び簡易バックアップにより、CPUユ�
ニットへ書き込んでいた内容をメモリカードへ書き込みます。�
※BACKUP.＊＊＊以外のファイル名にすることはできません。�

プログラミングコンソール�

サポートソフト�

サポートソフト、�
プログラミングコンソール�
サポートソフト、�
プログラミングコンソール�
サポートソフト、�
プログラミングコンソール�

不要�

機能内容�機種� 操作方法�

注. 形CV/CVM1-CPUの場合、以下の制約がありますので、ご注意ください。�
 （1） これまで形CV500-MCW01単体で実現できた機能（網がけ）に対して、ツールが必要になります。�
 （2） EP-ROMへの書き込みがサポートされません。�

■機能比較�
形CV500-MCW01で実施可能な機能と、形CV/CVM1-CPUを使用した場合の機能とを比較した表を以下に示します。�

メモリカード複製�

ファイル名変更�

ファイル削除�

初期化�

ベリファイチェック�

イレースチェック�

ツール ←→ メモリカード�

メモリカードのファイルを他のメモリカ�
ードへコピーする�

○ MCW単体で可�

○ MCW単体で可�

○ ツール ←→ バッファRAM ←→ メモ�
リカードの2段階の操作で可�

○ ツール ←→ バッファRAM ←→ メモ�
リカードの2段階の操作で可�
○ ツール ←→ バッファRAM ←→ メモ�
リカードの2段階の操作で可�

○ バッファRAM－メモリカード間のチ�
ェックが可�

○ MCWのバッファRAMに対して可�
● 直接メモリカードの初期化は不可�

○ ツールによる操作で可�

● 不可�

○ 直接メモリカード内へのファイルコ�
ピー、ファイル読み出し可�

○ 直接メモリカード内のファイル名を�
変更可�
○ 直接メモリカード内のファイルを削�
除可�

● 不可�

○ 直接メモリカードへの初期化が可�

ツールで作成したファイルをメモリカー�
ドへコピーする／メモリカードのファイ�
ルをツールで読む�

メモリカード内のファイル名を変更す�
る�

複製したメモリカードのベリファイチェ�
ックを行う�

EP-ROMのイレースチェック�

メモリカードを初期化する�

メモリカード内のファイルを削除する�

機能内容�機種� 形CV500-MCW01 形CV/CVM1-CPU


